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お話の概要  

背景 人口減少や高齢化は、市街地の低密度化を進行させ、生活サービス機能の衰

退や、行政コストの増大、地球環境問題への影響などが懸念されている。そこで、

コンパクトなまちづくりの推進が求められている。 

概要 ハンドブックは、コンパクトなまちづくりに向けた取り組みを支援する公共

団体向けの参考図書としてとりまとめたもの。都市のコンパクトさを、生活利便性、

健康・福祉、安全・安心、地域経済、行政運営、エネルギー・低炭素の６つの観点

から評価。各々、評価指標を設定し、その一部は将来予測にも対応可能な指標とな

っている。また、全国平均値を提示し、評価、分析をサポート。 

評価のイメージ ①現況都市構造の評価により、どのような分野において課題があ

るのか定量的に把握。②BAU将来都市構造を想定し、これを評価することで施策を

講じない場合の課題を把握。③現況都市構造における課題や、BAU将来都市構造の

課題を踏まえ、目指すべき将来都市構造を想定し評価することでその妥当性や効果

等を検証。 

意 見 交 換  

の 概 要 

▼将来予測評価において、いかなる評価指標を選択するかは、住民に「何を示した

いのか」による。▼現況値の算定や将来値の推計では、国土数値情報や公共団体の

各部局が所有しているものなど既存データを活用するなど作業の簡素化も重要。▼

国土数値情報のデータについては、予算次第なところもあるが、充実、更新の検討

は可能▼将来都市構造の評価は可能だが、個別施策を評価することは困難（誘導効

果の予測は不可能）。▼立地適正化計画において居住誘導区域の設定後に、区域の

縮小や拡大はありうる。設定の規模については議論の余地あり。▼ハンドブックの

都市規模別平均値（市街化区域の平均）は、あくまで”平均値”であり、目標値を

表しているものではない。どの程度の水準を目指すことが適切か、別のものさしで

あらわせないか検討。▼立地適正化計画は、相談窓口を設置しているので事前に相

談を。 

記 録 者 の  

ひ と こ と  

コンパクトなまちづくりの必要性は広く認識されるようになり、ハンドブックがで

きたことで推進が期待されるが、まだまだ手探りの部分が多いのだと思った。 

≪都市懇サロン運営部会 委員 飯田のり子≫ 

 


